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Abstract
   In this paper we examine the relations between the lyrics and the melo-
dies of traditional Spanish songs, paying special attention to syllabic 
stress and musical accent, and to syllable types and musical note values. 
It is generally said that the first beat of each bar corresponds to the 
stressed syllable in English songs. However, the results of our analysis 
show that it does not necessarily hold for Spanish songs. In addition, in 
Spanish songs the phenomena of synaloepha and syneresis are very of-
ten, causing resyllabification of the words. We also find that the syllable 
types have little influence on the note values in Spanish songs. From 
these results we deduce that the synaloepha and syneresis are essential in 
















という単語は、子音＋母音という自立モーラ 2 つからなり、2 音節に相当
する。一方、/keQkoN/（結婚）という単語は子音＋母音＋子音というパ







































　英語の歌謡においては、1 つの音符に 1 つの音節が付与され、日本語に




































対応、及び 5）1 音符が 1 音節に対応しているか否かを分析した。
3．結果
3.1　アウフタクトの有無と 1 拍目に強勢音節が生起する割合
　図 3.1 と図 3.2 に実際の譜例を示す。図 3.1 の楽譜は、スペインのアラ
ゴン地方からスペイン全土に広がった民族舞踊の歌である。4 分の 3 拍子










源の歌であり、スペイン内戦時によく歌われた、やはり 4 分の 3 拍子の歌
である。図 3.1 と同様に、強勢音節を〇で囲んで示している。1 小節目の
1 拍目は無強勢音節が生起し、2 小節目は無強勢音節のみが生起する。
　上述した譜例で見たアウフタクトの有無と 1 拍目に強勢音節が生起する
割合をまとめたものが表 3.1 である。14 曲中 6 曲（1、3、4、7、8、14 番）は、
アウフタクトで始まっているが、その中で、3 と 7 の歌において、小節の
1 拍目に強勢音節が生起する割合は、38.89％と 42.86％をそれぞれ示す。
また、14 曲中 2 曲（8、10 番）は、全ての小節の 1 拍目に強勢音節が生起




図 3.1　“La manzana nació verde” の譜例
（『スペインの伝統的な歌』p.27 より引用した楽譜の一部を
筆者が編集したもの）




表 3.1　各歌のアウフタクトの有無と 1 拍目に強勢音節が生起する割合







1 Elrabel 有 8 7 87.50
2 Yasevanlospastores 無 20 12 60.00
3 Lamanzananacióverde 有 18 7 38.89
4 ElbolerodeAlgodre 有 12 11 91.67
5 ElburrodeVillarino 無 17 13 76.47
6 LaTarara 無 16 15 93.75
7 SegundillasManchegas 有 14 6 42.86
8 Yotenía10perritos 有 12 12 100.00
9 Loscuatromuleros 無 18 9 50.00
10 Dóndevas,AlfonsoXII 無 10 10 100.00
11 Ladoncellaguerrera 無 14 9 64.29
12 !Ay!,lindaamiga 無 20 16 80.00
13 Pajaritoquecantas 無 20 13 65.00
14 Clavelitos 有 33 28 84.85
平均 73.95
3.2　音符と音節の対応関係
　図 3.3 は、1 音節に 2 つ以上の音符が割り当てられた例の楽譜である。
大きな〇で囲んだ “verde” という単語の無強勢音節に、3 連符と 4 分音符、
さらに付点 2 分音符が割り当てられている。このように、1 音節に 2 つ以








　表 3.2 にあるように、強勢音節は 14 音節、無強勢音節は 25 音節の計 39
音節が 1 音節に 2 つ以上の音符が割り当てられた音節になり、音節タイプ
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も、無強勢音節の CV タイプが 17 音節と一番多く、次に CVC タイプが 6




図 3.3　“La manzana nació verde” の譜例
（『スペインの伝統的な歌』p.27 より引用した楽譜の一部を筆
者が編集したもの）









CV CV1V2 CV1V2C VC CVC V CV CVC
1 10 11 34 30
2 18 14 54 54 2 2 4
3 13 9 40 58 2 3 5
4 25 7 61 63 1 3 4
5 16 12 55 52 1 1
6 17 10 45 45
7 16 5 41 61 2 1 3 6
8 26 4 48 48
9 12 10 36 39 1 2 3
10 19 7 39 37
11 16 8 40 40 1 1 2
12 24 16 64 58
13 15 11 48 50 4 4
14 52 26 137 141 1 1 1 1 2 4 10
計 279 150 742 776 5 2 4 1 2 2 17 6 39
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　表 3.3 と表 3.4 では、14 曲の音節総数 742 音節から前述の 1 音節に 2 つ
以上の音符が割り当てられた音節である 39 音節を除き、さらに母音融合
により再音節化された 659 音節それぞれについて、1 音節に割り当てられ
る音価を音節タイプ別にまとめた。








勢音節総数の 78.8％をこの 2 つの音節タイプが占めている。この音節タイ
プの出現頻度は、出口（1997）の口語スペイン語における音節タイプの出
現頻度に一致する傾向である。また、これらの音節タイプに割り当てられ
る音価は、8 分音符、4 分音符の順で多く、8 分音符は 4 分音符と比較し、
CV タイプは、強勢音節では 1.6 倍、無強勢音節では 3.3 倍、CVC タイプ
表 3.3　1 音節に割り当てられる音価（強勢音節）






音符 16 分音符 計
V 0 0 0 2 0 3 0 2 7
V1V2 0 0 1 2 0 5 0 0 8
CV 0 3 7 46 0 75 0 8 139
CV1V2 0 0 0 7 0 15 0 1 23
CV1V2V3 0 0 0 0 0 2 0 0 2
VC 0 0 0 0 0 2 0 0 2
V1V2C 0 0 0 0 0 0 0 0 0
CVC 0 1 12 14 0 28 0 1 56
CV1V2C 0 1 1 6 1 14 0 0 23
CV1V2V3C 0 0 0 1 0 1 0 0 2
例外 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 5 21 78 1 145 0 12 262
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　図 3.4 は、母音融合の例を示した譜例である。〇で囲んだ “rióel” と “que
a” が語間母音融合、“rrea” が語内母音融合である。“rióel” は、“murió” と
いう動詞の 2 音節目の二重母音 “ió” と後続する定冠詞 “el” の母音 “e” という、
規範的には異なる音節に属する母音が融合して同一の音節の一部となり、
“rióel” に 1 つの音符が割り当てられている。これに対し、“rrea” は “aca-
rreaba” という動詞の内部の “ea” という規範的には母音分立であり、それ
ぞれ独立した音節に属するはずの 2 つの母音が融合して 1 つの音節の一部
になり、1 つの音符が割り当てられているものである。
　表 3.5 は、これら語間母音融合と語内母音融合という 2 種類の現象を曲
ごとに抽出してまとめたものである。これらの現象によって再音節化され、
表 3.4　1 音節に割り当てられる音価（無強勢音節）






音符 16 分音符 計
V 0 0 0 4 0 9 0 0 13
V1V2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
CV 0 7 2 63 0 209 0 16 297
CV1V2 0 1 0 1 0 10 0 1 13
CV1V2V3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
VC 0 2 0 4 0 6 0 2 14
V1V2C 0 0 0 2 0 0 0 1 3
CVC 0 0 0 16 0 25 0 4 45
CV1V2C 0 0 0 1 0 7 0 3 11
CV1V2V3C 0 0 0 0 0 0 0 0 0
例外 0 0 0 0 0 1 0 0 1
計 0 10 2 91 0 267 0 27 397
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1 つの音節とされる部分をイタリック体で示している。同一のものが複数
回現れる場合も 1 回だけ載せている。14 曲中 11 曲で母音融合が生じ、語
間母音融合 35 ケース、語内母音融合が 2 ケースの計 37 ケース生じるが、
“tenía”（2 ケース）や “río”（2 ケース）、“sietehijos”（1 ケース）、“creas”（1
ケース）のそれぞれ下線を引いた部分に関しては、母音融合は生じない。
つまり、母音連鎖があるケースの 86.05％に母音融合が見られるという結
果が示された。これらのケースの中で “creas” は、語内母音融合で 1 音節
となる “sea” と同じ母音連鎖を含んでいるが、“sea” との違いは、生起環
境が小節の 1 拍目という点である。
表 3.5　母音融合による再音節化（1 列目の数字は、表 3.1 の曲番号と一致）
1 está enojado y el de aquello rechina en
2 la Extremadura triste y
3 y el
4 que al y olé sea
5 murió el que acarreaba de esta acarreaba
6




11 Sevilla a un
12 linda amiga vuelvo a lleva a No hay como el
13 que está está en
14 dame un dame el para eso no hay daré un que un



















いう結果が得られたが、1 つの音符に 1 つの音節が基本的には付与される




















































7 ）　“meentretengo”は、”entretenerse”という再帰動詞の直説法現在 1 人称単
数形である。
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